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物
本
年
度
の
土
木
俊
…
臨
問
機
ザ
ナ

酔
三
}
尚
武
十
八
万
間
内
は
、
大
き
く

噌
一
ニ
つ
に
わ
け
て
、
道
路
時
慣
れ
ソ
よ

哨
う
尚
武
六
千
五
吉
六
十
五
万
問
問
、

輔
怒
古
市
計
函
費
六
千
六
引
間
三
十
一
一
一

副
万
問
問
、
住
山
哨
酬
蹄
…
乎
百
六
十
万

醐
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

醐
滋
路
鈴
裟
工
事
は
、
失
議
対
策

同
事
業
N
労
脇
陣
響
。
句
行
な
い
、
司

」
戸
千
三
百
十
一
一
一
万
問
者
計
上
し
一

脚
万
本
ガ
メ

1
ト
山
庁
、
十
一
一
的
路
線

舶
の
時
舗
装
を
予
定
し
て
い
ま
す
奇

跡
。
と
き
わ
合
E
柏
崎
隊
、
制
剛
路
町
為
的

噛
か
ち
耕
地
炎
筒
隊
十
メ
ー
ト
ル
。

噛

O
と
き
わ
台
舟
一
一
戸
地
区
、
防
総

帥
所
か
ら
新
市
町
一
戸
一
ま
で
の
緩
後
一
肉

噌
八
十
一
一
メ

1
ト
脚
。

唱
。
内
悶
山
尚
〈
蛸
興
協
閥
均
サ
官
斡
V

、
策
弁

欄
綬
品
開
附
間
的
掛
か
ら
延
長
二
渓
ナ
メ

岡

1
ト
ル
。

圃
ら
寿
町
〈
鈴
木
滋
本
市
的
夜
、
一
緑

町
制
引
起
誤
記
ん

剛
一
で
い
く
う
ち
に
は
、
い
ろ
い
ろ

醐
一
な
法
律
と
の
紛
争
げ
か
後
じ
ま

剛
一
す
。
燃
え
ば
、
総
媛
、
認
知
潜

哨
山
求
な
ど
の
身
分
関
係
に
ま
つ
わ

糊
帽
。
紛
争
、
総
務
に
関
す
る
制
勝

国
一
争
、
借
娘
、
融
問
脚
部

κま
つ
わ
る

竺
紛
争
、
決
議
議
後
に
よ
る
領
警

輪
一
蹴
期
後
w
h
附
闘
す
る
紛
争
な
ど
、
数

判
…
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
h
ま
す
。

噛
一
私
た
ち
が
ζ

の
よ
う
な
紛
争

師
一
の
ぬ
山
市
犯
人
っ
た
と
き
当
事
者

噌
…
の
綴

A

殺
い
で
m
内
総
記
解
決
官
、

噛
…
き
な
け
れ
ば
、
設
終
的
に
依
然

酔
一
判
所
の
総
額
を
仰
が
ね
ば
絞
ら

噛
一
な
い
ζ
と
に
な
ち
ま
す
。
裁
判
官

蜘

γぞ
す
る
に
は
勝
品
開
吋
か
か
か
ち
ま

紳
一
す
。
そ
の
た
め
、
裁
判
に
必
組
問

醐
~
な
鱒
共
同
市
(
訴
閉
館
耐
質
問
抑
〉
者
仰
せ

脚
一
な
い
入
ゃ
、
弁
繍
脱
会
試
飲
醐
閉
す

回
一
る
だ
り
の
臨
訓
力
に
乏
し
い
人
の

醐
一
ゅ
に
泳
、
訴
訟
に
よ
っ
て
紛
争

糊
…
を
解
決
す
る
ζ

と
寄
緒
締
め
て
放

木予算

14358万円

十

一
路
総
の
舗
装
を
予
定

。
:
:
:
昭
和
感
十
一
…
線
俊
一
畿
会
計
予
算
の
山
市
で
土
木
予
察

。
:
i
は
、
災
対
談
議
殺
と
合
せ
て
、
そ
の
二
十
…
パ

l
セ

o
i
i
ン
ト
者
お
め
、
本
年
度
滋
ぷ
糾
縮
刷
用
の
日
つ
で
あ
る
ζ

児
童
公
閤
@
排
水
溝
新
設
工
事
も

納税のおねがい

事官の著書薬毒IF哲滑におとなわれるには、やはり

みなさんのご協力がなくてはできません。

防総はきめられた潟言語内l1:t合意めるようおね

がいします。

員
二
メ

i
ト
山
川
、
脇
陣
後
一
山
涛
十

メ
!
ト
応
。

。
潮
時
貯
叫
〈
綴
山
制
陸
側
師
か
ち
緩
明

ま
で
て
樹
細
菌
同
一
ニ
・
五
メ
i
ト
ル

延
長
二
百
七
十
メ

1
ト
心
勺

〈V
栄
町
〈
ニ
ケ
掛
川
ザ
綴
良
一
一
一
・

叫
九
メ
ー
ト
ル
、
都
知
義
二
百
メ

1

・れ-
L
M
V

。

。
一
泉
我
孫
子
駅
ハ
燦
怖
掛
か
ら
下

ケ
一
戸
腕
鰯
間
判
的
禍
〉
、
制
細
長
冊
問
メ
ー

ト
ル
、
部
開
後
六
百
メ
ー
ト
ル
。

O
日
霧
議
学
路
〈
銭
営
努
緩
か

ら
飯
塚
薦
出
尉
ま
守
V

制制時尚一日一・

笈
メ
ー
ト
ル
、
部
脚
蹴
百
一
一
一
百
五
十

メ
i
ト
ル
。

ζ
れ
は
日
秀
、
続
本
掛
川
ほ
か

ち
網
開
花
小
、
市
中
学
後
へ
の
議
学

路
で
す
α

〈
〉
市
市
拙
抑
制
翻
時
臨
場
線
ハ
茶
総
務
出
附

か
ら
今
秀
市
岡
市
泊
ま
で
〉
、
掛
糊
闘
凡

問
・
一
丸
メ

i
ト
ル
、
開
附
回
拭
欄
間
百

。
i
iと
は
既
に
綴
辱
で
お
知
ら
持
は
い
た
し
ま
し
た
。

Oi--e本
常
明
、
は
、
そ
の
ゑ
水
予
算
を
ど
の
よ
う
に
緩
和
フ
針

。

i
:滋
で
あ
る
か
奇
兵
律
的

κお
銭
ち
ぜ
い
た
し
ま
す

6

メ
ー
ト
ル
。

。
術
品
枕
上
肘
町
石
特
抑
制
間
出
抑
制
問
、
桐
明

関
同
時
間
メ
ー
ト
ル
、
都
知
一
長
六
十
五

メ
ー
ト
ル
。

。
翁
絵
本
町
通
核
燃
〈
務
総
ほ

か
ら
際
総
論
織
り
ま
で
〉
、
一
随
員

一……メ

i
ト
政
、
制
措
長
密
資
五
十

メ
ー
ト
ル
。

。
一
布
佐
下
線
〈
議
後
下
線
総
同
抑

季
節
v

、
綴
謝
料
蕊
メ
ー
ト
ル
、

師
陣
後
七
十
六
メ
ー
ト
ル
。

以
上
の
舗
装
工
事
は
然
然
対

策
事
業
で
災
飽
い
た
し
ま
す

が
、
射
時
機
州
偶
の
樹
構
築
と
し
て
は

次
の
帥
時
総
mw
舗
装
工
事
を
予
定

し
て
お
ち
ま
す
。

〈
〉
日
向
〔
染
谷
泌
総
下
〉
磁
世
間

友
人
メ

l
ト
舟
、

〈
〉
務
係
予
新
田
山
〈
手
綱
同
州
附
公

園
捕
)
延
長
一
ニ
百
二
十
メ
ー
ト
ル

。
久
考
噛
部
門
学
的
帥
薦
出
掛
〉
延
長

。
き
綴
入
り
し
た
え
あ
る
い
は
と
の
よ
う
な
稲
庭
か
み
る
乙

議
議
す
べ
き
蕊
抱
一
な
機
利
も
主
と
を
広
く
み
な
さ
ん
K
叙
っ
て

設
で
き
な
い
ま
ま
、
不
当
な
一
不
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ζ

の
総

数
で
綴
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
俊
安
組
問
織
す
る
と
と
に
よ
っ
て

と
い
う
人
が
少
な
く
あ
き
ま
せ
殺
し
い
が
た
拾
に
訴
訟
に
よ
っ

ん
。
そ
こ
で
、
貧
用
仰
の
た
め
、
て
紛
争
を
解
決
す
る
ζ
と
が
で

裁
創
刊
に
誘
え
る
ζ
と
荊
り
で
き
な
き
ず
、
絡
協
刷
は
総
き
絞
り
し
て

い
人
び
と
の
双
畿
な
緩
泌
を
守
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
人
が

る
に
め
に
、
弁
護
士
に
支
ふ
う
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

一
|
削
船
山
町
紛
糾
皮

J
手
。

一、

ili--z

一

法

律

荻

数

者

党

け

ず

一

正

当

な

権

利

を

一

る

人

は

.

…

主

壌

で

き

る

一

機

削

ま

た

は

口

頭

で

、

主

観

γ
i
iド
ド
ド
γ
1
i
i
l
-
-
f
士
会
〔
千
葉
市
一
殺
事
責
町
一
一
一
m
w
中ハ

ペ
き
手
数
料
や
謝
金
な
ど
告
会
五
)
に
あ
る
法
然
狭
山
朝
協
会
守
〈

め
た
裁
判
切
に
必
制
滑
な
一
級
の
蝉
貝
怒
げ
弘
、
そ
の
級
者
南
市
綴
し
ま
す
。

問
問
者
、
作
品
ザ
い
後
た

1臨究開用
m
w
ζ

と
な
わ
相
、
終
世
間
日
朝
mw
人
権
擁
柑
棋

は
心
制
隅
な
く
、
裁
判
で
自
分
の
緩
ま
た
は
町
の
人
縫
緩
緩
民
も

議
採
す
べ
き
足
掛
一
な
機
約
者
中
点
法
律
扶
貼
崩
事
業
民
油
開
匁
し
て
い

援
で
き
る
よ
う
げ
い
し
、
「
裁
判
判
ま
す
の
で
、
と
の
ど
れ
か
に
認

を
受
け
る
機
創
刊
い
が
み
ん
な
に
持
続
す
る
と
、
淡
絡
訣
助
協
会
に

日
付
き
お
た
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
制
納
入
討
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
が
法
律
扶
溺
雌
制
度
で
す
。
て
い
ま
す
。

開
官
同
路
十
一
一
一
メ
ー
ト
ル

。
湖
北
絞
制
開
明
鵬
、
総
長
三
百
五

十
メ
l
ト
ん

A
V
蒲
俊
市
遜
学
時
階
、
料
附
誕
叫
}
潟
メ

i
ト
山
川
が
あ
ち
悩
開
出
陣
悌
楠
山
刷
樹
櫛
蜘
需

と
し
て
殺
M
m
q
T
一時
q
情聴〈崎市柑時

総
〉
争
予
定
し
て
い
ま
す
。

悼
砕
氷
融
情
新
設
工
謝
習
は
つ
ぎ
の

と
お
ち
で
す
。

排
水
広
務
は
、
貯
の
急
速
な

発
附
慨
に
よ
ち
宅
地
造
成
、
俊
治

時
陣
城
端
に
追
い
つ
り
な
い
盟
問
機
で

あ
き
ま
す
が
、
今
緑
樹
胤
は
、
一
一

十
ケ
衝
に
つ
い
て
ス
商
事
ず
る
予

波
で
す
。
工
事
予
定
問
淵
腕
は
つ

ま
の
と
お
り
で
す
α

。
と
き
わ
合
ハ
山
崎
一
一
忍
路
線

。
向
山
下
八
〉
内
向
山
門
舗
間
後
ヱ
一
一
事

と
合
せ
〉
八
〉
内
口
出
(
波
滋
後
〉

〈V
哉
孫
子
続
出
関
〈
手
滅
的
関
品
目
糊
倒
〕

〈
〉
我
路
子
続
出
関
門
予
の
神
下
)

候補者溺待望書護士

〈V
現
市
町
〈
拙
棋
巾
同
医
務
前
V

A

V

務

孫
子
一
号
線
袋
詰
時
制
服
。
策
我
孫

子閥抗油削〈
v
y
r
ケ
一
戸
帥
昨
ぷ
流
家
ヱ

務
今
期
問
中
山
際
的
問
〈
官
叫
弁
前
)
。

車
率
一
〈
制
期
北
駅
同
開

)
O中
川
町
中

透
〈
〉
口
同
秀
池
町
陣
〈
〉
下
部
制
水
品
糊
銭

。
符
俊
一
F
級
以
O
徹
篠
山
狩
前
町
地

ぽ
ハ
〉
布
役
閥
府
議
。
中
線
上
滋
学

的
時
、
以
上
げ
か
時
貯
水
ヱ
一
祭
と
し
て

予
定
し
て
お
ち
ま
す
。

級品巾琳則一剣勝料

災
一
以
後
区
磯
議
議
事
業
で
遺

成
さ
れ
た
十
八
メ
ー
ト
ル
滋
燃

の
協
同
授
を
間
同
鉄
関
柏
崎
出
は
と
総
ぷ

陥
閉
僻
例
制
開
紬
蹴
ア
ム
雨
明
と
、
ヤ
六
玄
台
児

録
公
開
闘
を
針
歯
し
て
い
ま
す
。

住
宅
費

衛
隊
館
市
唱
各
組
時
々
戸
数
も
抽
唱

し
、
と
の
榔
開
欄
璃
耕
民
と
環
境
開
閉
径

の
た
め
の
剣
描
捕
後
移
工
事
に
予

-
a
h

え

t
司
1
J
b
ζ
首
会
、

o
s
p
Oノ
h
v

径
三
際
立
お
む
百
世
珂
忍
コ
リ

t
o
w

県
知
事
・
県
会
議
員
選
挙

去
る
同
問
H
n
十
五
日
げ
h
Gか
れ
た
こ
と
し
は
、
十
…

n米
で
絞

録
制
州
緩
和
紙
び
然
噛
融
会
議
長
選
挙
銀
総
了
と
な
る
我
吋
郁
子
野
議
会

泳
、
地
元
か
ら
司
祭
補
者
が
山
闘
に
線
開
斡
滋
糸
も
十
一
月
中
に
は
行

と
と
も
あ
っ
て
、

ζ
と
し
幾
慌
時
わ
れ
る
予
定
で
あ
h
J
ま
ず
の

の
綬
察
本
を
総
嶋
搬
し
ま
し
た
。
で
、
さ
ら
に
滋
教
に
対
す
る
潟

そ
の
数
閣
制
等
は
μ
U
'
ナ
六
パ
!
、
む
が
官
同
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ゼ
ン
ト
で
甜
削
凶
の
品
思
議
総
議
員
ま
す
。

選
挙
の
六
十
五
%
昏
火
器
〈
上
い
ま
さ
か
ん
に
後
欄
明
書
れ
で

溜

り

ま

し

た

。

い

る

「

明

る

く

、

泌

し

い

選

挙

材
搬
満
期
い
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の

役
務
脅
幾
か
に
し
、
明
ヤ
お
な
総

会
を
作
る
ζ

と
奇
命
中
間
棋
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
紋
瑚
刑
務
mw
出向上

と
あ
わ
せ
て
ζ
の
逮
動
を
経
ち

ふ
げ
て
い
き
、
十
一
月
に
行
わ

れ
る
予
定
の
町
時
緩
ん
制
撤
備
隊
滋
焼
事

官
、
官
官
柿
釈
の
材
開
脅
綴
る
こ
と
に
し

た
い
も
の
で
す
。

今
関
凶
の
選
挙
の
鵠
相
臨
取
は
増
税
の

と
お
与
で
す
。

樹
持
者
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
鈴
絡
に
総

量
布
校
中
〈
時
w
w
h
柑
摘
ニ
援
金
。
喝
を

十
線
機
械
鱗
ず
る
予
定
で
す
。

火災、救急の電話は

1 1 9番へ!I
お絵からの火災、救急、は

0471 (82) 0 1 1君主寄へ

県知事待望票数

く 〉内iま県議会議議長造

…後一議一言事マモ

投票翼所別投票数および投票察率

我
碍
子
町
随
火
協
会
発
足

火
災
の
な
い
鵠
る
い
轄
に

近
年
の
火
災
は
後
怒
も
火
急
な
お
、

ζ

の
協
会
mw
謝
申
務
は

く
、
会
図
的
関
に
も
火
災
除
数
が
消
防
本
側
部
旬
以
絞
っ
て
い
ま

潟

え

て

い

ま

す

。

す

。

本
町
に
議
開
出
掛
者
が
潟
日
品
川
以
策

ζ

の
的
措
会
の
役
員
は
次
の
が

火
災
の
な
い
相
関
る
い
滑
川

κし
よ

々

で

す
G

う
と
い
う
機
綴
が
た
か
ま
り
、

中
世
る
一
一
日
時
月
一
一
一
十
一
お
に
時
開
火
協

議
会
が
発
足
し
ま
し
た
を

ζ
の
議
会
に
は
だ
れ
明
、
も
知
加
入

す
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
が
、
現

議
以
町
内
の
会
誌
、
事
漁
船
問
、

災
関
刊
住
宅
、
な
ど
の
加
入
だ
け

で
す
@
将
来
紘
一
線
の
万
も
制
服

入
を
い
た
だ
き
、
酎
時
打
、
る
み
の

防
火
品
持
制
闘
を
と
り
火
災
予
防
の

大
き
な
後
遂
カ
に
し
て
い
く
も

の
で
す
e

会
開
問
嶋
田
山
致
送

制
開
会
奨
折
疑
応
縫

グ

縄

問

同

党

M
M

仙
間
各
州
凪
二

創
期
何
事
伊
藤
佐
太
媛
、
絞
附
附

俊
一
、
臨
時
淡
鵠
剤
、
辻

村
線
開
相
川
、
胸
魁
ケ
向
江
秀

捕
時
、
加
藤
長
三
部
州
、

石
秀
道
相
叫
樹
、
品
料
次
総

監
事
臨
岩
波
耐
火
堺
、
総
氷
蕊

次
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福

間

輩

週

交
通
事
故
の
接
結

児
童
の
事
故
防
止
対
策

児

祉

rJ 議事報広〈第三三綴襲撃使紛襲撃湾〉

mw
品
開
必
縦
席
な
環
境
線
設
の
議

出
問
告
は
か
る
ほ
か
、
組
椋
崎
地
な

ど
子
供
の
た
あ
の
出
品
余
な
滋

C
V
6食
後
鴻
療
被
が
ら

怠
も
り
怠
し
よ
う

ガ
ン
は
不
治
む
病
で
な
い

弱
気
の
早
期
発
見
で

M
V
制
問
か
的
財
閥
地
問
闘
で
絞
っ
て
し
ま

い
ド
ン
ド
ン
ふ
え
て
、
附
均
ち
げ
仏

ひ
ろ
が
っ
た
ち
、
よ
そ
の
綴
邸
m

w
仏
務
縮
耕
し
て
柑
常
者
織
し
、
ザ
ヰ
榊
捕

な
抑
制
鞠
臓
の
綴
き
が
さ
ま
た
げ
与

れ
泌
総
が
そ
号
、
絞
っ
て
綴
れ

る
か
ち
な
の
で
す
@

ζ
m
w
F
ン
ド
ン
ム
え
絡
め
る

油
開
、
〈
品
輸
措
択
に
榔
紙
作
W
M
V
察
れ
た

線
、
紛
ら
倒
的
努
閥
抗
仲
仏
m
w
h
地い姉制

M
P
ん悼仇棺組出
W

拙吋
h
yく
も
五

t六

銭
・
か
ち
十
然
、
少
し
づ
っ
網
拡
必

を
し
て
い
る
と
の
持
〉
に
発
絡

で
き
、
手
拠
出
を
し
た
な
ら
、
一

C

C
M神
ふ
点
検
す
る
と
と
が
で
き
、

人
mw
得
議
琳
告
も
い
な
い
こ
と

び
げ
い
必
察
な
出
向
然
環
境
安
確

保
す
る
。

五
、
官
邸
縫
お
よ
び
一
絞
社
会
で

mw
掛
川
遂
の
肺
純
金
育
成
の
た
め

間
見
療
に
た
い
し
て
必
裟
な
鍛

導
春
行
な
う
。

料品トんの
ζ
と
に
気
者
絞
り
、

い
与
ま
し
た
が
、
脚
部
岬
織
で
は

絞
め
大
同
織
仲
紅
、
数
点
滅
的
関
に
は
繁

州
出
の
ゆ
践
い
時
機
器
的
関
ち
の
人
掛
端
M
V

一
線
路
に
十
万
六
千
人
と
い
う

た
く
さ
ん
の
人
哨
燥
が
ぷ
ん
と
い

う
蛾
献
し
い
綴
緑
地
め
た
絡
に
緩
い

命
者
綴
れ
て
い
る
の
で
す
。

〆
{
川
成
分
燃
に
一
人
A
W

総
会
明
、
死

で
〉
総
会
い
の
入
、
身
近
か
な

人
、
ム
識
は
綿
織
明
、
も
が
、

ζ
れ
か

ち
榔
仰
が
ん
に
な
る
か
も
知
れ
い
な

い
の
で
す
。

が
ん
は
ぷ
跡
的
mw
紛
で
、
治
っ

て
も
が
ず
一
得
策
す
る
も
の
だ
と

怒
わ
れ
て
お
ち
ま
す
が
、
そ
れ

は
段
状
M
F
山
似
た
れ
三
縦
闘
機
に
け
か

っ
く
淡
に
は
っ
て

が
ん
制
制
緩
は
、
ザ
比
潟
市
U

総出組

家
夜
明
、
も
晶
子
校
で
も
、
児
童
が

い
つ
も
旧
見
渡
ら
し
く
、
の
び
の

び
し
た
を
務
が
送
れ
る
よ
う
、

ζ
m
w
糊
閣
議
者
と
お
し
て
、
一
…
燃

の
努
力
と
後
終
に
心
が
け
た
い

・
も
の
で
す
む

捕
拘
を
が
ん
と
の
議
い
は
、

ζ

の
紛
が
ん
伏
鱒
腿
mw
時
吋
誌
発
覚
す

る
と
と
よ
ち
な
い
の
で
す
e
そ

の
為
に
改
定
制
樹
の
帥
縄
出
蹴
診
蹴
制
を

く
ち
返
し
、
く
ち
唱
喝
し
受
け
る

と
と
以
外
出
向
世
帯
方
法
が
な
い
の

で
す
。
一
日
銭
団
関
む

ν
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
て
大
丈
炎
だ
と
出
式

市
甲
小
企
業
設
鎗
返
代

化
資
金
貸
付
案
内

時
間
下
の
中
小
企
業
容
に
設
織

の
近
代
信
念
援
る
た
め
時
訳
出
婦
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
げ
ま
す
。

O
由
民
営
緩

相
判
挙
が
貸
付
対
象
設
擦
に
必

婆
と
認
め
た
金
額
閣
の
二
分
の
一

O
利
子

務
子
は
取
ち
ま
せ
ん
。

O
償
還
方
法

貸
待
金
の
交
付
の
門
誌
か
ら
一

年
す
え
置
き
で
、
開
国
年
以
内
と

し
、
年
時
同
均
等
賞
震
と
し
ま
す
。

O
申
請
受
役
場
開
問

約
和
四
十
五
年
T

耳
目
均
一
ユ
十
一

日
ま
で
。

申
請
用
紙
は
夜
業
制
時
点
浦
工
師
聞

に
用
意
し
て
あ
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
細
に
つ
い
て
は
係

が
諮
問
明
い
た
し
ま
す
の
で
C
利

用
く
だ
古
い
。

心
す
る
緩
燃
し
い
ζ
と
は
あ
ち

ま
せ
ん
。
尉
時
年
近
隣
以
上
帥
間
出
臨

め
附
胤
剛
告
綴
げ
な
け
れ
ば
、
柿
出
パ
か

ん
状
態
の
が
ん
を
獄
附
加
す
る
ζ

と
は
緩
し
い

ωで
す
。
だ
か
ら

綴
燃
に
約
同
協
の
あ
る
万
明
、
も
傍

ゆ
〈
げ

て、れ
な
い
為
に
そ
し
て
胸
部
般
の
し

あ
わ
ザ
を
切
る
た
め
w
仏、麟胤常貯

附此州側
mw
蜘
問
機
紡
附
臨
剛
争
後
げ
て
下

tr
、。

i
L
 

W
明
、
は
今
僚
も
ふ
ハ
阿
川
…
…
十
六

段
よ
り
ふ
八
閃
閥
均
官
仙
川
欧
州
慨
に
、

側関
m
w
X
線
絞
殺
壱
耐
火
仙
捌
い
た
し

ま
す
が
人
数
に
級
制
円
か
あ
り
ま

す
の
旬
、
ハ
ガ
々
に
次
の
感
情
例

、A
V

L
 

w
h
絞
れ
た
総
出
抑
手
前
叫
に
住
ん
で

い
る
入
金
納
淡
浅
い
た
し
ま

ナ。

言ヨ

体
育
協
会
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

曲
目
係
子
結
徐
育
協
会
で
は
、

即時点
W

体
安
部
蹴
爽
お
よ
び
露
関
の

律
的
出
向
上
の
た
め
げ
ゑ
指
数
し
て

お
ち
ま
す
が
、
さ
ら
に
大
き
く

体
肯
持
組
出
鶏
奇
跡
慌
遂
す
る
た
診
に

友
認
の
滋
認
に
つ
い
て
広
く
皆

様
方
mw
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
入
会
制
問
再
市
議
の
方
法
左

訟
の
と
ζ
ろ
に
電
話
叉
は
薬
害

げ
い
て
桝
陣
取
込
み
下
さ
い
。

ヌ
u

a-n 

臨
時
録
後
藤
茂
寿
一
了
間
同
十

三
委
十
一
号
役
場
念
頭
筆

T
E
L
(的
制
〉
二
一
一
一

割
問
送
開
川
原
町
三
開
明
栄
九
努
五

号T
S
L
(
m
M
V
二
一
一
五
。

卓
球
拾
摺
山
同
開
問
削
地
縁
一
一
了
日
制

九
泰
子
γ品
ワ

T
E
L
(印
私
)
一
一
一
五
七

時
搭
時
峰
山
町
付
制
友
数
券
一
了
悶
同

十
一
ユ
ザ
夜
十
日
品
弓
拘
紙
数
料
明
神
間

緩
T
蕊

L
〈
阿
部
ご
…
一
一
一

世
間
、
そ
の
総
臨
関
ト
中
盤
腕
銭
、
パ
ト

ミ
ン
ト
ン
等
の
届
機
関
口
同
同
本
線
開
閥

渇
か
ち
滋
織
を
臨
開
始
す
る
予
措
廷

で
す
9

然
高
丹
〉
総
数
人
主
帥
概
を
A

務め

て
の
総
点
附
込
お
よ
び
蜘
抑
制
制
緩
は
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寿
一

7
目
十
三
者
十
一
号
教

育
委
員
会
水
対

T
E
L
(
位
〉
一
.
一
一
一
迄
お
綬

い
致
し
ま
す
。。命誌私

議
球
大
会
開
緩

の
お
知
ら
せ

A

平
時
神
大
会
を
次
の
と
お
hJMね

h

は
い
ま
す
の
で
多
数
察
知
く
だ

き
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
@

。

校

時

吋

ハ

gv

。
縁
部
問
中
市
穴
公
開
践
的
開

。
参
相
脱
出
附
以
臨
み

参
加
剤
品
抑
制
蹴
波
紋
ぷ
同
月
十
二
祭

ま
で
に
公
開
路
線
延
期
し
込
ん
で

く
だ
き
い
。

ち
な
い
い
と
摘
瞬
時
託
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
制
付
制
戒
の
後
閥
的
水

惑
の
向
問
え
が
Y
切
れ
く
ち
い
か
予
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ηAM 行
と
と
し
は
兇
蜜
の
交
通
事
意
し
て
、
悲
惨
な
事
故
の
な
い

溌
哉
、
そ
の
他
不
慮
の
事
故
な
ど
明
る
い
毎
日
を
送
り
た
い
も
の

U

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
と
で
す
白

月
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
て
犯
意
の
父
兄
や
学
授
の
議

5

児
童
の
事
故
防
止
を
重
点
的
に
員
な
ど
は
、
適
開
問
、
通
学
の

年
と
ち
あ
げ
、
運
動
を
展
関
す
る
道
路
の
交
通
事
務
を
よ
く
知

犯

と

と

に

し

ま

し

た

。

っ

て

お

く

ζ
と
と
隠
持
託
、

持
交
通
事
故
は
今
や
児
童
だ
け
横
断
歩
道
な
ど
の
安
全
綴
設

寸
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
が
完
全
で
あ
る
か
を
点
検
し

一
ひ
と
り
の
滋
怖
と
な
号
、
そ
の
で
お
語
、
も
し
不
織
な
ぷ
が

一
綬
絡
の
た
め
に
運
転
者
も
歩
行
あ
る
場
合
収
は
隣
係
省
と
謹

一
者
も
最
大
の
努
力
を
は
ら
わ
な
絡
し
て
早
急
広
改
革
ロ
す
る
よ

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
筒
経
と
な
っ
う
鶏
し
合
う
。

一

て

い

ま

す

。

…

…

、

交

通

響

故

や

本

援

の

事

俊

一
ま
た
、
砂
羽
刊
を
取
っ
た
あ
と
防
止
の
た
め
、
専
問
家
も
入

P
B

の
く
ぼ
み
託
洛
ち
た
ち
、
時
間
綴
れ
て
綴
し
合
い
や
研
究
会
を

こ
現
場
の
捻
総
務
止
が
た
ち
な
か
欄
間
並
、
後
制
閥
的

κ液
晶
帆
防
止

っ
た
た
執
り
に
怒
わ
ぬ
灘
紋
が
発
に
涛
め
る
。

家
す
る
な
ど
、
身
の
ま
わ
ら
に
宏
、
哨
部
隊
の
内
外
で
の
兇
滋

ω

は
数
々
の
総
後
が
ま
ち
か
ま
え
怒
鳴
故
時
附
・
肢
の
た
め
、
総
時
間
仙
閣

で

い

ま

す

。

を

除

隊

し

、

改

鋳

す

る

な

ど

と
の
よ
う
な
銭
倹
か
ち
刷
用
灘
授
会
で
紬
問
機
的
な
綴
峨
怖
の
綴

を
守
る
た
め
、
ま
わ
ち
の
人
た
徽
舎
は
か
る
。

ち
は
次
の
と
と
け
が
ち
に
十
分
仲
料
開
問
、
党
淡
淡
欄
附
柿
端
、
公
側
側
‘
そ

同
望
小
教
授
M

州

楠

剤

約

小

学

謡

音

肉

小

〉

V
泌
上
利
江
ハ
湘
開
校
鼠
堺
市
〉

部
戦
災
詰
マ
地
沖
必
殺
・
総
議

dZ〉
齢
制
機
リ
ザ
制
偶
然
綴
綴
〈
滋
眺
め
北
市
中
縦
、
慾
縁
よ
り
〉

V
角
谷
転
入
uロ
V
後
援
、
念
一
万
文

V
山
内
命
中
附
則
〈
判
紋
符
必
慨
叩
小
v
v
'
鮒
胤
悶
州
帥
蹴
〈
蹴
付
時
間
小
V

門V
絡
す
公
附
畑
〈
組
制
抑
押
〉
マ
叫
削
由
民
敬
子
門
揃
閉
ハ
嗣
期
訪
中
〉
マ
弁
ト
占
禁
夫
〈
抽
蝿

マ
日
制
削
山
初
予
門
出
押
棚
料
へ
〉
付
V

紳
階
ゑ
〈
紳
吊
綿
織
単
一
一
小
〉
け
V

同
中
川
楠
税
仲
州
市
巾
潟
、
鴨
川
市
よ
り
)
門
V

大
尚
一
中
〉
マ
附
組
出
伊
東
縄
問
(
料
割
譲
〉

川
財
務
え
〈
府
財
閥
均
仏
間
鰯
料
湖
嶋
中
市
川
縦
割
)
子
門
減
対
節
子
繁
一
小
〉
脇
町
好
子
〈
出
制
綴
)
マ
総
務
同
周
知
マ
治
則
腕
時
子
ハ
新
漆
)
ヱ
F
岡阿

部
制
入
品
マ
納
税
説
明
、
側
関
口
久
ぬ
制
緩
齢
制
入
討
作
V

小

路

み

ら

子

門

出

制

材

開

〉

千

八

新

築

〉

悦

γ

ず
〔
川
開
小
〉

〈
務
総
小
よ
れ
ゾ
〉
門
V

鵠
縛
ネ
ヒ
サ
マ
務
附
損
神
附
デ
ハ
郎
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